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採　択○○○○○○建「東京における緊急輸送道路沿道建築物の耐震化を推進する条例」に耐震改修等を行
う場合において小金井市も財政負担、付加的助成を行うことを求めるもの。

小金井市特定緊急輸送道路沿道建築物耐震化推進事業
助成を求める請願書

不採択××××○○議会派代表者会議の議事録を、会議終了後、可及的速やかに市役所ＨＰなどで公開するこ
とを求めるもの。

市議会「会派代表者会議」議事録の自発的公開を求め
る陳情書

不採択△××××
○１
×３
－１

総市職員の住居手当支給上限額を段階的に引き下げ、東京都職員の基準に合わせるこ
と。それによって生み出した財源を市民生活の向上に役立てることを求めるもの。

市職員の住居手当を引き下げ、東京都職員の基準に合
わせることを求める陳情書

不採択△××××
○２
×２
－１

総市職員の扶養手当の支給基準は、東京都の扶養手当の支給基準と内容が異なってお
り、遅くとも平成２５年４月から、東京都の支給基準以内に減額することを求めるもの。

小金井市職員の扶養手当を平成２５年４月から東京都基
準以内に減額することを求める陳情書

不採択××××○○厚小金井市社会福祉協議会の常務理事に元市職員が就任しているが、その経緯等を明ら
かにすることを求めるもの。小金井市社会福祉協議会に関する陳情書（その１）

不採択×××××○厚
小金井市社会福祉協議会の１７人の役員のうち、市職員（ＯＢ含む）が６人いるという
不適切な実態を改めるべきであるとの議会意思を明確にし、理事選出の経緯等を明ら
かにすることを求めるもの。

小金井市社会福祉協議会に関する陳情書（その２）

不採択××××○○厚
市の福祉保健部長が小金井市社会福祉協議会の会計理事を兼ねているのは、不適切で
あり妥当性がないため、議会としてあるべき姿を検討し、市長に提言することを求め
るもの。

小金井市社会福祉協議会に関する陳情書（その３）

不採択××××○○厚市の小金井市社会福祉協議会に対する委託の仕様書に、従事する職員の年齢に関する
規定や、公募による職員募集を義務付ける規定を入れることを求めるもの。小金井市社会福祉協議会に関する陳情書（その４）

不採択△××××○４
－１総市職員の時間外勤務増加の原因を分析し、基準や数値目標を設け時間外勤務を減少さ

せる対策及び業務の生産性を向上させる対策を講じることを求めるもの。
市職員の超過勤務手当に関する支出の増加に対して対
応を求める陳情書

不採択×××××○４
－１議議会の審議・審査を効率化し質の向上を図り、市民にとって分かりやすいものとする

ため、「文書質問」制度の導入を求めるもの。
議会基本条例に「文書質問」制度の導入を盛り込むこ
とを求める陳情書

採　択○○○○○
○４
－１厚子どもが自由に遊べる「プレーパーク」を、子どもがいつ来ても遊べるように常設の

遊び場にすることを求めるもの。
常設のプレーパークを市内に作っていただくことを求
める陳情書

採　択○○○○○
○４
－１議議会基本条例において、議会報告会の開催を努力規定ではなく、義務規定にすること

を求めるもの。
議会基本条例の制定に向けて「議会報告会」の具体的
な位置づけを求める陳情書

趣旨採択○○○○○○建ココバス「貫井前原循環」の運行時間帯を現状の午前９時から午後７時台ではなく、
午前７時から午後９時台に拡充することを求めるもの。

ココバス「貫井前原循環」の運行時間帯の拡充を求め
る陳情書

採　択○○○○○
○４
－１建

建設アスベスト被害者に対する補償の実施と、アスベスト被害の拡大を根絶する対策
を取ること。また、アスベスト問題の早期解決を求めることを国に働きかける意見書
の提出を求めるもの。

建設業従事者のアスベスト被害者の早期救済・解決を
図るよう国に働きかける意見書の提出を求める陳情書

採　択○○○○○○厚市民が曜日・時間などを気にすることなく自由に読書や学習をする場所の確保を早急
に求めるもの。市民が読書や学習できる場所の確保についての陳情書

不採択△××××
○２
×２
－１

総平成２５年度当初より、市職員に支給する扶養手当の支給基準を、東京都職員と同一基
準とし、人件費を削減することを求めるもの。

小金井市職員の扶養手当について、都職員と同一基準
にし、人件費を削減することを求める陳情書

不採択△××××
○１
×３
－１

総平成２５年度当初より、市職員に支給する住居手当の支給上限額を、東京都職員と同額
の月額８，５００円にまで引き下げることを求めるもの。

小金井市職員の住居手当について、支給上限額を引き
下げ、都職員と同額にすることを求める陳情書

不採択△××××
○２
×２
－１

総平成２５年度当初より、市職員に支給する住居手当の内、いわゆる「持ち家」手当を、
国からの要請に従い廃止することを求めるもの。

小金井市職員の住居手当について、いわゆる「持ち家」
手当の廃止を求める陳情書

不採択△××××○４
－１総平成２４年度末に定年退職する市職員の退職金の支給上限額を引き下げ、２，８００万円と

することを求めるもの。
小金井市職員の退職金の支給上限額を引き下げること
を求める陳情書

不採択△××××
○１
×３
－１

総平成２５年１月１日より、市職員に支給する地域手当の支給率を、国基準である１０％以
内にまで引き下げることを求めるもの。

小金井市職員の地域手当の支給率を引き下げ、直ちに
国基準以内に抑制することを求める陳情書

不採択△××××
○１
×３
－１

総速やかに、市職員（係長職・主任職）に支給する期末手当・勤勉手当の職務加算率を、
東京都職員と同率にまで引き下げることを求めるもの。

小金井市職員の期末手当・勤勉手当の職務加算率を都
職員と同率にまで引き下げることを求める陳情書

不採択△××××○４
－１総平成２５年度より、小金井市長、市議会議員、職員へのボーナス支給回数を、年３回か

ら年２回に変更することを求めるもの。
小金井市長、市議会議員、職員へのボーナス支給回数
を、年３回から年２回に変更することを求める陳情書

不採択△××××
○１
×３
－１

総速やかに、市職員の勤勉手当の算出方法を、勤務日数のみならず、業績に基づいて行
うよう、制度の変更を求めるもの。

小金井市職員の勤勉手当の算出は、勤務日数のみなら
ず、業績に基づいて行なうことを求める陳情書

不採択××××○○総
住民投票の実施に関するハードルを下げる意味で、「住民投票条例（市民参加条例）を
改正して、１３％条項を１０％にするべきである」との議会意思を表明することを求める
もの。

住民投票条例（市民参加条例）の１３％条項を１０％に改
正することを求める陳情書

承　認○○○○○○即２４陳情第７９号ベルマーク運動を活用して、東北支援等に役立てて頂くことを求める陳情書の撤回
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付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決　　議：議会運営委員会　　総：総務企画委員会
　　　　　　厚：厚生文教委員会　　建：建設環境委員会


